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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第21期

第３四半期
連結累計期間

第22期
第３四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年９月30日

自平成28年１月１日
至平成28年９月30日

自平成27年１月１日
至平成27年12月31日

売上高 （千円） 1,330,141 1,452,610 1,911,997

経常利益 （千円） 38,979 30,338 147,003

親会社株主に帰属する四半

期（当期）純利益
（千円） 36,566 25,194 132,236

四半期包括利益又は

包括利益
（千円） 35,791 28,904 131,620

純資産額 （千円） 1,328,455 1,406,766 1,424,583

総資産額 （千円） 1,889,042 2,043,759 1,723,670

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 6.78 4.65 24.50

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 6.74 4.64 24.38

自己資本比率 （％） 70.1 68.5 82.3

 

回次
第21期

第３四半期
連結会計期間

第22期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.08 1.32

　（注）１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３.　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており

ます。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、関連会社である株式会社マクロミルケアネットの株式を一部売却したことに伴い、当第３四半期連結会計期

間末において持分法適用の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融・経済政策により企業収益に改善が見られ、景気

は緩やかな回復基調で推移しておりますが、急激な円高や新興国を中心に景気の減速傾向が強まるなど、依然とし

て不透明な状況にあります。

当社グループの主要顧客が属する製薬業界においては、大型薬剤の特許切れや薬価制度の変更、ジェネリック医

薬品の使用促進などに直面し、製薬企業の営業環境は、厳しい状況が続いております。そのため、製薬企業は、新

薬の研究開発や営業・マーケティング活動において、さらなる生産性向上を求めております。また上市される新薬

の中心が、生活習慣病薬からスペシャリティ薬に移り変わると予想されるため、製薬企業はスペシャリティ薬に

合った新たなプロモーション方法を必要としております。

こうしたニーズに対応するサービスを提供するなか、当第３四半期連結累計期間においては、売上高1,452百万

円（前年同四半期比9.2％増）、売上総利益862百万円(前年同四半期比3.7％増）、営業利益47百万円（前年同四半

期比0.2％増）、経常利益30百万円（前年同四半期比22.2％減）となりました。これらの結果、親会社株主に帰属

する四半期純利益は25百万円（前年同四半期比31.1％減）となりました。

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①医薬営業支援サービス

当サービスにおいては、既存サービスの販売体制強化などの取り組みを進めるなか、医薬営業支援サービスの売

上高は1,167百万円（前年同四半期比10.9％増）、営業利益は368百万円（前年同四半期比7.9％増）となりまし

た。

②医療コンテンツサービス

当サービスにおいては、医師向け教育コンテンツ「ケアネットＤＶＤ」及び「その他」の売上高は136百万円

（前年同四半期比9.2％減）、医療教育動画サービス「ＣａｒｅｎｅＴＶ」の売上高は148百万円（前年同四半期比

16.8％増）となりました。

この結果、医療コンテンツサービスの売上高は285百万円（前年同四半期比2.7％増）、営業利益は87百万円（前

年同四半期比7.6％増）となりました。

 

また、医師・医療従事者向け医療専門サイト「ケアネット・ドットコム（CareNet.com）」においては、医師会

員獲得および維持を目的に、前期に引き続き積極的に投資を行っております。これにより、当第３四半期連結会計

期間末の医師会員数は13万２千人（前年同四半期比3.6％増）となりました。

 

（２）財政状態の分析

①資産

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ320百万円増加の2,043百万円となりま

した。

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ378百万円増加の1,850百万円となりました。主な内訳は、現金及び

預金548百万円の増加、受取手形及び売掛金145百万円の減少であります。

また、固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ58百万円減少の193百万円となりました。これは主に、投資

その他の資産50百万円の減少によるものであります。

②負債

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ337百万円増加の636百万円となりまし

た。

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ337百万円増加の621百万円となりました。主な内訳は、短期借入金

300百万円の増加、ポイント引当金43百万円の増加であります。

また、固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ０百万円増加の15百万円となりました。

③純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ17百万円減少の1,406百万円となりま

した。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,524,000 5,524,000
東京証券取引所

マザーズ

単元株式数

100株

計 5,524,000 5,524,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 5,524,000 － 627,045 － 35,724

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　97,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,425,900 54,259

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式 普通株式     　500 － －

発行済株式総数 5,524,000 － －

総株主の議決権 － 54,259 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ケアネット

東京都千代田区九段南

一丁目５番６号
97,600 － 97,600 1.77

計 － 97,600 － 97,600 1.77

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 965,745 1,513,963

受取手形及び売掛金 410,211 264,578

たな卸資産 ※１ 14,919 ※１ 16,509

その他 80,571 55,083

流動資産合計 1,471,447 1,850,135

固定資産   

有形固定資産 15,710 13,038

無形固定資産 88,171 83,182

投資その他の資産 148,340 97,403

固定資産合計 252,222 193,624

資産合計 1,723,670 2,043,759

負債の部   

流動負債   

買掛金 32,120 28,516

短期借入金 - ※２ 300,000

未払法人税等 1,693 5,996

ポイント引当金 152,356 195,746

その他 97,411 91,198

流動負債合計 283,582 621,458

固定負債   

繰延税金負債 1,990 1,859

資産除去債務 13,513 13,674

固定負債合計 15,504 15,534

負債合計 299,086 636,993

純資産の部   

株主資本   

資本金 623,445 627,045

資本剰余金 503,501 507,101

利益剰余金 348,693 319,966

自己株式 △55,868 △55,868

株主資本合計 1,419,772 1,398,245

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 818 1,209

為替換算調整勘定 △2,127 722

その他の包括利益累計額合計 △1,309 1,932

非支配株主持分 6,120 6,588

純資産合計 1,424,583 1,406,766

負債純資産合計 1,723,670 2,043,759
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 1,330,141 1,452,610

売上原価 497,823 589,822

売上総利益 832,318 862,787

販売費及び一般管理費 784,752 815,124

営業利益 47,565 47,662

営業外収益   

受取利息 803 795

持分法による投資利益 - 8,219

為替差益 220 -

雑収入 1,377 434

営業外収益合計 2,402 9,449

営業外費用   

支払利息 1,749 1,412

持分法による投資損失 9,036 -

為替差損 － 25,300

雑損失 202 61

営業外費用合計 10,988 26,774

経常利益 38,979 30,338

特別利益   

投資有価証券売却益 - 6,000

特別利益合計 - 6,000

特別損失   

関係会社株式売却損 - 1,338

特別損失合計 - 1,338

税金等調整前四半期純利益 38,979 34,999

法人税、住民税及び事業税 2,850 9,610

法人税等調整額 △245 △274

法人税等合計 2,604 9,336

四半期純利益 36,374 25,663

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△192 468

親会社株主に帰属する四半期純利益 36,566 25,194
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 36,374 25,663

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 169 391

為替換算調整勘定 △752 2,850

その他の包括利益合計 △582 3,241

四半期包括利益 35,791 28,904

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 35,984 28,436

非支配株主に係る四半期包括利益 △192 468
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（持分法適用の範囲の重要な変更）

当第３四半期連結会計期間末において、関連会社である株式会社マクロミルケアネットの株式を一部売却したこ

とに伴い、持分法適用の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

製品 4,166千円 3,641千円

仕掛品 10,053 12,355

貯蔵品 699 512

 

※２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。この契約

に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

当座貸越極度額 700,000千円 800,000千円

借入実行残高 － 300,000

差引額 700,000 500,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

減価償却費 17,633千円 20,695千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

（１）配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月27日

定時株主総会
普通株式 32,378 6.00 平成26年12月31日 平成27年３月30日 利益剰余金

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

（１）配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月25日

定時株主総会
普通株式 53,975 10.00 平成27年12月31日 平成28年３月28日 利益剰余金

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

医薬営業

支援サー

ビス

医療コン

テンツ

サービス

計

売上高      

外部顧客への

売上高
1,052,574 277,566 1,330,141 － 1,330,141

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － －

計 1,052,574 277,566 1,330,141 － 1,330,141

セグメント利益 341,942 81,369 423,312 △375,746 47,565

　（注）１．セグメント利益の調整額△375,746千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告

セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

医薬営業

支援サー

ビス

医療コン

テンツ

サービス

計

売上高      

外部顧客への

売上高
1,167,605 285,004 1,452,610 － 1,452,610

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － －

計 1,167,605 285,004 1,452,610 － 1,452,610

セグメント利益 368,870 87,516 456,387 △408,724 47,662

　（注）１．セグメント利益の調整額△408,724千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告

セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日

至　平成27年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 6円78銭 4円65銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
36,566 25,194

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四

半期純利益金額（千円）
36,566 25,194

普通株式の期中平均株式数（株） 5,396,351 5,419,050

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額
6円74銭 4円64銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整

額（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 27,399 5,773

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

　───────── 　─────────

 

（重要な後発事象）

当社は、平成28年11月10日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、下記の通り自己株式を取得することについて決議いたしました。

（自己株式取得に関する取締役会の決議内容）

（１）自己株式の取得を行う理由　　　　　　資本効率の向上及び機動的な資本政策の実行を目的として、自己

株式の取得を行うものであります。

（２）取得する株式の種類　　　　　　　　　当社普通株式

（３）取得する株式の総数　　　　　　　　　142,900株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 2.63％）

（４）取得する期間　　　　　　　　　　　　平成28年11月10日から平成29年11月９日まで

（５）株式取得価額の総額　　　　　　　　　100,000千円（上限）

（６）取得の方法　　　　　　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年11月10日

株式会社ケアネット   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 

 
公認会計士 由水　雅人　　　印  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 

 
公認会計士 渡邊　康一郎　　印  

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケア

ネットの平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケアネット及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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